
横浜市立 六つ川小学校 令和８年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

豊かな心
①道徳教育の充実を図り、規範意識を高めると共に、自分の思いを安心して表現できる学級作りを行う。
②異学年交流や地域の方とのかかわりを通じて、自分も相手も大事にしようとする心情を育む。
③YPアセスメントを活用し、学級活動（話合い・係・集会等）の充実を図り、温かな人間関係作りにつなげる。

担当 人権・道徳・特活

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

自らかがやき　友とかがやき　かがやく未来を創る六つ川の子
・基礎・基本を身に付けると共に、主体的に考え学ぶ力を育てます。（知）
・人との関わりを大切にしながら、自己有用感を高め、思いやりの心を育てます。（徳）
・運動習慣と規則正しい生活習慣を見につけ、心身共にたくましくいきる力を育てます。（体）
・地域とのかかわりを大切にしながら、集団の一員として全体を考える力と協働する力を育てます。（公）
・様々なことにチャレンジし、最後までやり遂げようとする態度を育てます。（開）

　低学年も高学年も学校生活について、おおむね肯
定的にとらえている児童が多く、子どもが友達と協力
したり助け合ったりしながら、学校生活を送っているの
が分かる。

　「自分のことが好きです。」の項目は、他と比べると
割合が高くない。普段の学校生活や異学年交流（たて
わりや集会等）を通して、多様な考え方を認め合うこと
で子どもたちの寛容性を深めていく。また、周年行事
に関する活動を通して、学校の良さを改めて知るとと
もに、自分のよいところに気付く機会を設定すること
で、自尊感情を高めていきたい。

　また、「地域の行事に参加したり、地域の人とあいさ
つしたりしています。」も、引き続き積極的に地域とか
かわることができている児童が多い。今後も、地域と
のつながりを意識しながら学習をする機会を大切にし
て、六ツ川の一員であるという自覚をもち続けられる
ようしていきたい。

自分も　みんなも　大切にする思いやりの心を育てる

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

○各クラス・各学年が友達との気持ちがつながり合うことのできる機会を設け、「だれもが安心して過ごす
ことができる」を目指した環境づくりを整備する。
○年度当初に、学校生活についてのアンケートを行い、1回目の子どもの教育相談を行う。
○Y－Pアセスメント1回目の実施。学級の実態に応じた社会的スキルを設定し、認め合う学級集団づくり
につなげる。
○たてわり（異学年）での活動・交流でかかわり合うよさを感じる時間を、年間を通して実施する。
○人権研修の場を通して、教職員の意識の向上の推進を図り、寛容性を大切にした多面的な児童理解と
具体的な支援・指導、協力体制を実践する。
〇道徳推進校として、公開授業や研修を通して、多様な視点から物事を考えたり生き方を見つめたりする
力を育てる。
○自分づくりパスポートを活用して活動を振り返ることで自身の成長や変容に気付き、自らを見つめ直し、
自尊感情を育て、自己有用感につなげていく。
○スクールサポーターズ、学援隊、農援隊の方々の存在を知り、地域への愛着を高める。
〇６０周年をお祝いする活動を通して、子どもたち同士や地域とのかかわりを感じる機会にしていく。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

「自分をつくる力」

「友達や社会とつながる力」

「やり遂げる力」

具体化した資質・能力

主体性、思考力・判断力・表現力
コミュニケーション力、他者理解、協力性、集団の一員としての意識

実行力・責任感・達成感・自己有用感
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中期取組目標
子どもたちが安心して、主体的に学び、自分の成長を実感できる学校にします。
・子どもたちがお互いのよさに気づき仲間と認め合い、高め合おうとする前向きな学校風土を作ります。
・子どもたち一人ひとりの実態や思いを大切にした授業創りに取り組み、子どもたちが主体的に学習に取り組めるようにします。
・子どもたちの想いや願いを尊重した学年・学級目標を設定し、自分や集団の成長を確かめることができるようにします。
・多くの学習活動や行事を通して、子どもたち自身が地域の中の一員としての自分を意識し感謝の気持ちをもてるようにします。

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

学力向上
①学習ルールを確立し落ち着いた学習環境を保障し、ICT端末を効果的に活用した基礎基本の定着を図る。
②学力学習状況調査のデータを活用し、どの教科においても資質・能力を身に付けられる授業創りに取り組む。
③個別最適な学びと協働的な学びについての理解を深め、主体的・対話的深い学びの実現に努める。

健やかな体
①体力テストの結果を活用し、取り組むべき重点的な運動や遊びを教師間で共有すると共に、児童一人ひとりが「できた、わかった」
という喜びを味わい、主体的に運動したり、体を動かすことの楽しさや気持ちよさを実感したりできるようにする。
②健康な体についての正しい知識を身に付け、子どもたち自身が、安全で気持ちの良い生活ができるようにする。
③給食指導や栽培活動等、食育を様々な場面で推進し、食生活の大切さについて気づかせる。担当 学習指導 担当 体育・食育・保健

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

下
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下
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　 学校全体としては、ほぼ市の平均と同じか少し下回る結
果となった。学年によりばらつきはあるが、知識・技能は定
着傾向にある。一方で、思考力・表現力には課題が見られ
る。
　思考力・表現力を伸ばすために、まずは、低学年のうちか
ら、想像力や読解力につながる読書の時間を位置づけて
いく。そして、授業をはじめ様々な場面で、自らの考えを伝
え合う場面を意図的に設定していく。さらに、その精度を学
年に応じて上げていきながら、思考力・表現力を伸ばせる
よう取り組んでいきたい。

　　「やってみよう！おもしろそう！いっしょにやろう！」と思える学習活動を展開し、一人ひとりの「わかった」「でき
た」が積み重なることで、自分の考えを表現する力につなげる。

（１）体育・健康に関する実態
・令和７年度の実態から、睡眠時間は市の平均に近い数値
だが、運動時間は学年が上がるにつれて、朝食の有無は、
学年が下がるにつれて少しずつ減ってきている。
・運動やスポーツ実施状況は、各学年とも、比較的に地域
のスポーツクラブに所属している児童が多い傾向と言え
る。
（２）体力の概要と要因の分析
・市の平均と比べると、学年・性別・種目により、差はある
が、令和７年度は、握力や持久力を見る２０ｍシャトルラン
は、市平均を下回っている。その他の種目は、平均、また
は、それに近いところにいるが、学年によって、記録の差が
見られる。
・敏捷性（反復横跳び）が毎年、市平均より低いことが課題
として見えていたが、令和６年度から取り組んできた成果
が、市平均に少しずつ反映されていることが分かってきた。
一方で、体の使い方やアジリティーの高低については、学
年によって差があることも実態として見えてきた。今年度も
継続的に敏捷性を高めることを目指しつつ、学校保健員会
の取組を中心とした活動を計画的に実施していく。また、学
習や遊びの中で柔軟性や握力、アジリティーを高める取り
組みや、走ることに関する取り組みを継続的に行っていく
中で、数値改善のきっかけとしていきたい。

健康に対する関心を高め、運動を楽しむ実感を味わわせる
～体育科学習の充実を図り、子ども一人ひとりが「できた」「分かった」という喜びを味わうことができる

ようにし、主体的に運動（健康）に取り組めるようにする。～

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン
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【低学年】
○話し方・聞き方を継続して指導したり、学習準備のルーティン化を行ったりしていく。必要に応じて、デジタルドリルを活用して基
礎基本の学習内容の定着をはかる。また、読書タイムを通して読解力を身に着ける。
〇子どもと一緒にめあてをたてることで、一人ひとりが主体的に参加できる授業づくりに取り組む。
○学年や学習内容に応じて、ワークシートやロイロノートなどの様々な学習方法を経験できるようにする。また、学習に合わせてペ
アやグループの学習を取り入れて友達と学ぶよさを知る。
【中学年】
〇相手を意識した聞き方・話し方の指導を行う。知識・技能が定着したという実感がもてるように、デジタルドリルに繰り返し取り組
む。
〇単元のめあてを明確にした学習計画を子どもとともに立てる経験を積むことで、主体的な学びの姿勢を育てる。
〇自分の目的に合わせて、学び方や場（ペア学習やグループ学習等）、教材などを選べるようにする。
【高学年】
○安心して自分を表現し、考えを伝えられる環境づくりを心がけ、スキルタイムやデジタルドリルなどを活用して繰り返し学習に取
り組み、基礎基本の定着を図る。子どもの見取りにより力を入れて、基礎基本の定着を図る。
○児童の課題を明確にし、知的好奇心や学習意欲が高められる導入、思考に沿った学習課題の設定や授業展開を工夫していく。
教科担任制を推進し、情報を共有するとともに、授業の工夫や改善に生かし、学力の向上を図る。
○より協働的で深い学びにつながるようICTを活用して、思考の整理、考えの共有を図りながら、主体的に説明したり、グループや
少人数で教え合ったりする学習を取り入れ、積極的に全体化し表現する場を設定していく。

上
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期

○健康な生活を実践するために、自己の健康に向けて主体的に課題解決する力を育む。
・体育の学習の中で、様々な運動に親しみ、運動の日常化を図る。
・運動の特性にふれながら、基本的な動きや技能を身に付けさせる。
・運動する楽しさを味わわせ、「できた」「わかった」経験を重ねることを重点目標とし、授業展開
や学習資料の工夫を行う。
・健康委員会では、外遊びを推奨したり、感染予防について紹介したりする。
○健康委員会や集会委員会など児童主体の取組を活かして、日常的に体力づくりを意識した活
動を取り入れる。
○基本的な生活習慣の確立を目指し、栄養士や養護教諭と児童の実態を共有し、連携を図る。
○各学年で、昨年度の体力テストの分析チャートを活用し、日頃の体育学習の充実に役立て
る。

昨年度学習状況調査（令和７年度５月実施）結果

学力

学習意識生活意識


